
（⽬次） リハビリテーション学研究科リハビリテーション学専攻（M）
１．
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本研究科は、⼤学院設置基準第14条による教育⽅法の特例を活⽤し、３年を限度
とした⻑期履修も可能としているが、「設置の趣旨等を記載した書類（資料）」
の資料20-1（授業時間割案（２年課程 昼夜開講））では、例えば、必修の「研究
⽅法特論」など複数の科⽬で平⽇の⽇中と⼟曜⽇に設定されている。本研究科は
主として社会⼈学⽣を念頭に教育課程が編成されており、仮に平⽇の⽇中に授業
が設定されるのであれば３年の⻑期履修を可能としても修了が困難であると⾒受
けられるため、社会⼈学⽣が実際に最⼤３年で修了が可能な教育課程であるかが
判断できない。社会⼈学⽣を想定した３年の⻑期履修を前提に、時間割や履修モ
デルを具体的に⽰しつつ、最⼤３年で修了が可能な時間割・科⽬配置となってい
ることを説明すること。（改善事項） ・・・・ １

本研究科は、⼤学院設置基準第14条に規定する「夜間その他特定の時間⼜は時期
において授業⼜は研究指導を⾏う」こととなっているが、本学学則に教育⽅法の
特例の対象となる専攻を明確に記載すること。
（改善事項） ・・・・ ２

審査意⾒への対応を記載した書類（6⽉）



（改善事項） リハビリテーション学研究科リハビリテーション学専攻（M）

１．

（対応）

（新旧対照表）設置等の趣旨（本⽂）（１９ページ）

本研究科は、⼤学院設置基準第14条による教育⽅法の特例を活⽤し、３年を限度とした⻑
期履修も可能としているが、「設置の趣旨等を記載した書類（資料）」の資料20-1（授業
時間割案（２年課程 昼夜開講））では、例えば、必修の「研究⽅法特論」など複数の科⽬
で平⽇の⽇中と⼟曜⽇に設定されている。本研究科は主として社会⼈学⽣を念頭に教育課程
が編成されており、仮に平⽇の⽇中に授業が設定されるのであれば３年の⻑期履修を可能と
しても修了が困難であると⾒受けられるため、社会⼈学⽣が実際に最⼤３年で修了が可能な
教育課程であるかが判断できない。社会⼈学⽣を想定した３年の⻑期履修を前提に、時間割
や履修モデルを具体的に⽰しつつ、最⼤３年で修了が可能な時間割・科⽬配置となっている
ことを説明すること。

社会⼈が学びやすい環境を提供することを⽬的に、⼤学院設置基準第14条に規定する「夜間その
他特定の時間⼜は時期において授業⼜は研究指導を⾏う」こととして、平⽇昼間の他に、平⽇夜
間（18時以降）と⼟曜⽇に開講し、尚且つ、⻑期履修学⽣制度により3年での履修も可能として
いる。前・後期のすべての開講科⽬を時間割として提⽰し、⻑期履修学⽣制度を活⽤し3年間で、
平⽇夜間と⼟曜⽇に受講することで修了可能となる履修モデルも提⽰する。

新 旧
 （2）履修指導及び研究課題の決定（1年次4

⽉）
① 主指導教員は、学⽣の希望を聞きながら、
履修モデル（資料14）やシラバス等を⽤いて、
学⽣の研究に直接必要となる授業科⽬、職業⼈
として必要な基礎学⼒を養う授業科⽬など学⽣
個々に適した授業科⽬の履修を指導する。
② 主指導教員は、学⽣の授業科⽬の選択時に
とどまらず、学⽣の学問的関⼼を⼗分発展させ
ることに配慮し、学修、研究の進⾏状況を把握
しながら教育課程の履修が達成されるよう、随
時指導を⾏う。
③ 主指導教員は、学⽣が希望する研究課題、
指導教員の専⾨性、指導環境等を勘案して、学
⽣と相談しながら当該学⽣の研究課題を決定
し、研究科委員会へ通知する。
（資料14：履修モデル）

 （2）履修指導及び研究課題の決定（1年次4
⽉）
① 主指導教員は、学⽣の希望を聞きながら、
履修モデル（資料14）やシラバス等を⽤いて、
学⽣の研究に直接必要となる授業科⽬、職業⼈
として必要な基礎学⼒を養う授業科⽬など学⽣
個々に適した授業科⽬の履修を指導する。
② 主指導教員は、学⽣の授業科⽬の選択時に
とどまらず、学⽣の学問的関⼼を⼗分発展させ
ることに配慮し、学修、研究の進⾏状況を把握
しながら教育課程の履修が達成されるよう、随
時指導を⾏う。
③ 主指導教員は、学⽣が希望する研究課題、
指導教員の専⾨性、指導環境等を勘案して、学
⽣と相談しながら当該学⽣の研究課題を決定
し、研究科委員会へ通知する。
（資料14：履修モデル（⻑期履修学⽣⽤履修モ
デル・時間割表含む））
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（改善事項） リハビリテーション学研究科リハビリテーション学専攻（M）

２．

（対応）

（新旧対照表）学則（３ページ）

本研究科は、⼤学院設置基準第14条に規定する「夜間その他特定の時間⼜は時期
において授業⼜は研究指導を⾏う」こととなっているが、本学学則に教育⽅法の特
例の対象となる専攻を明確に記載すること。

新
（教育⽅法の特例）
第２１条 本⼤学院看護学研究科及びリハビ
リテーション学研究科において教育上特別
の必要があると認められる場合には、夜間
その他特定の時間⼜は時期において、授業
⼜は研究指導等により教育を⾏うことがで
きる。

旧
（教育⽅法の特例）
第２１条 本⼤学院において教育上特別の必
要があると認められる場合には、夜間その
他特定の時間⼜は時期において、授業⼜は
研究指導等により教育を⾏うことができ
る。

本研究科を含む奈良学園⼤学⼤学院ではすべての研究科で⼤学院設置基準第14条に規定す
る「夜間その他特定の時間⼜は時期において授業⼜は研究指導を⾏う」こととしている
が、本学の⼤学院学則に教育⽅法の特例の対象となる研究科名を明記した。
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